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八尾坂修著

『教職大学院一スクールリーダーをめざす一』（協同出版、2006年、全213頁）

雪丸武彦

　本書は、中央教育審議会答申「今後の教員養成・免許制度の在り方について」（2006年）の中で提言さ

れた教職大学院制度を対象に、その提言の背景、目的、機能を網羅的に扱い、かつコンパクトにまとめた

良書である。

　著者の八尾坂氏は答申のとりまとめを中心的に行った教員養成部会の専門委員であり、同制度の提言に

最も深く関わったうちの一人である。それゆえ本書の内容も単に答申の紹介に止まらず、特に教職大学院

のカリキュラム設計については内容論まで踏み込んだ緻密な記述がなされており、最新の制度を知る上で

非常に参考になる。

　本書は全体で5章構成となっている。第1章では現代の教育課題を整理し教職大学院創設までの背景を

整理している。第2章では教職大学院制度の創設に関わり、我が国の専門職大学院の設立の状況や、教職

大学院制度の目的・機能が論じられている。第3章では教職大学院の基本方針（「教職に求められる高度な

専門性の育成への特化」、「理論と実践の融合」、「確かな「指導力」と豊かな「人間力」の育成」、「養成さ

れた教員を受け入れる側（デマンド・サイド）との連携の重視」、「第三者評価などによる不断の検証・改

善システムの確立」）が概説されるとともに、カリキーユラムの全体構造及びコース選択科目について丁寧に

述べられている。第4章では教職大学院の具体的な運用手続きについて、教員配置・教員組織（専任教員、

実務家教員）の実際や取得できる学位や免許状について法規も踏まえながら細かくまとめられている。第

5章ではスクールリーダー養成の先行事例として、東京都による教職大学院の活用の事例、兵庫教育大学

による先導事例、そして学校管理職養成を志向する九州大学の社会人大学院、学校管理職マネジメント短

期研修プログラムの事例がカリキュラムや運用の実際も含めて紹介されている。

　本書の中で特記すべきは第3章のカリキュラムの全体構造であろう。ここでは約70ページにわたり教職

大学院の共通科目における5つの領域（教育課程の編成・実施に関する領域、教科等の実践的な指導方法

に関する領域、生徒指導、教育相談に関する領域、学級経営・学校経営に関する領域、学校教育と教員の

在り方に関する領域）について、多くの資料紹介も含みつつ、細かく論述されている。

　また、全体を見渡して本書の特徴として言えることは、制度理念の整理とそれに対応した内容の具体性

である。

　以上のような内容・構成から、本書は具体的に制度設計を行う大学の実務者、研究者や教員養成改革を

行う行政職員、学校管理職、スクールリーダーを目指す現場の教員まで幅広く手に取ることができよう。

　巷間、教職大学院制度では教員養成を行う大学が連携という美名のもとに教員の任命権者の下請け機関

に成り下がるといった批判も聞かれる。

　しかし、その危うさが何らかの形において現実化したときには改めて理念レベルに立ち返り、そこから

制度を再検討したり、また理念自体を問い直す必要がある。その作業を行う上で本書は一つのメルクマー

ルとなるに違いない。
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